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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 19年度日精看会員証を会員の方に配っています。ＧＯＭより受け取って下さい。

4月から担当は佐々木健ＧＯＭに変更となります。

· 中間サマリー・二軸評価終了していないスタッフは3/25までに終了させＧＯＭへ提出して下さい。

· 山内　公博様主治医面談報告　　ご家族様（小比類巻ともみ様）

・　本人の顔色がどす黒い事と皮膚の乾燥が著しいのはなぜかと質問あり、薬の副作用であると説明、血液検査の結果は異常ない事主治医より伝えています。

　　家族の希望は２階のユニットより１階Ａユニットに移室し他者とのコミュニケーションにより刺激になればと話されています。山内公博様とＢユニットを見学し、本人の意向も聞いて検討して行く事となりました。

· 大久保　まつゑ様･･･　21日～23日まで外泊しています。帰院後は、外泊中の生活状

　　　　　　　　　　　　況・精神状態について伺い、又帰院後の精神症状について観察をして行きましょう。

・　榊　八重子様･･･　本日、長男夫妻が面会されグループホーム（南寿の里）への入所に

　　　　　　　　　　ついて本人様に説明しています。「慣れているので移りたくない」と

　　　　　　　　　　言われましたが、再度説明しています。納得していない様子ですが移動しても時間がたてば慣れると思いますと家族様話されて帰られました。本人様は、入所の件に対し納得出来ずに不安感を抱く事で

　　　　　　　　　　精神症状不安定の可能性考えられる為、所在地の確認・言動を観察していきましょう。

＜褥瘡評価検討＞

· 永洞　恭子様･･･現在、創部の悪化見らないが同様の洗浄・軟膏塗布の処置を継続して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　経過観察していきましょう。

· 竹内　セツ様･･･創周囲の隆起した一部に小さい表皮剥離見られ疼痛軽度訴え聞かれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　が、軟膏塗擦後は患部の痛み軽減されている様です。引き続き創部

　　　　　　　　　を観察していきながら、余暇時はホールにて過ごす様に関わっていき

　　　　　　　　　ましょう。

＜患者様評価・検討＞

· 田村　耕一様･･･♯1他者への干渉

　　　　　　　　　　　Ｐ1－①　干渉の有無

　　　　　②　　過度、不機嫌となるときは介入

　他者と距離をとって頂く

　　　　　③　　介助しようとするときはスタッフ

の仕事であると伝える。

　　　　　④　　　表情の硬さ・言動。

　　　　　　　　　　　♯2　糖尿病

　　　　　　　　　　　　　Ｐ2－①　毎食後30分ウォーキング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出来ていたら評価する。

2 間食は控えて頂く（ブラックコーヒーＯＫ）

3 コーヒーは６時・15時（６時は洗顔後）

4 低血糖症状の有無

　　　　時折、他者への干渉見られる為トラブルに至る可能性ない様見守り要すので今後も♯1のプランは継続、♯2には④を追加しケアプランを継続していく予定です。

· 三浦　一男様･･･　♯1　誤嚥性肺炎・上気道炎の予防

　　　　　　　　　　　　Ｐ1－①　経管栄養（アイソジェン3Ｐ－2Ｐ）

2 各食後、白湯200㎜ｌ

3 注入前、エアー音確認

4 バイタル測定、全身状態

　　　（むせ込み・嘔吐・痰鳴・咳嗽）

5 口腔ケア、アイスマッサージ

　　　　　　　　　　　　♯2は発赤消失し改善となっている為再出現時にケアプラン

　　　　　　　　　　　　　を検討していきたいと思います。引き続き患部の観察はしてい

　　　　　　　　　　　　きましょう。

＜勉強会～エンゼルケア＞

　　　ケアセット内容…ガーゼ寝巻き（腰紐付き）2着・Ｔ字帯１枚・紙オムツ１枚・晒

　　　　　　　　　　　脱脂綿1・タオル３枚・剃刀（長型・Ｔ字型）・割り箸2・マスク2・包帯（30）1

　　　方法）…1、クレゾール希釈液にて全身清拭する。

　　　　　　　　　2、口腔・耳の腔・鼻腔・肛門・膣内に脱脂綿を詰める。

　　　　　　　　　3、Ｔ字帯･紙オムツ装着しガーゼ寝巻きを着せる。（左手が入るように襟を合わせる。）

　　　　　　　　　4、　腰紐は縦結びに結ぶ。

　　　　　　　　　5、　口腔が開口しない様に下顎を持ち上げるようにし包帯でおさえる。胸の上に両手を合わせて指をくませ、離れた場合は包帯を巻き固定する。

　　　　　　　　　6、男性は髭剃り等行い、女性は薄化粧をすることもある。

　　　　　　　　　7、顔面に白い布をかぶせる。

　　　　　　※　遺体運搬する場合は、死亡診断書を付き添う方へ手渡す。

　

　　　　　　※　エンゼルセット使用した後、アズール宛に発注伝票を書き発注する。

　　　　　　　　セットの箱をそのままアズールに手渡す。

　　　　　　　　　　







